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The melting junction of aluminum and steel is impossible, because the fragile chemical compound is 
formed. Then, the junction was tried using ultrasonic joining method, which was one of the solid phase 
bonding. In the ultrasonic joining, though the material combination in which the hardness differed was 
difficult, it was possible to get the good junction joint of aluminum alloy and steel by adjusting bonding. 
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１． 緒言 
近年，自動車は環境性能が最重要視され，燃費向

上のための軽量化は必須である．そのことからアル

ミニウム合金部材の採用は，軽量性と比強度の高さ

から増える傾向である．特に高級車分野において，

その採用は盛んで，主要部位をすべてアルミニウム

合金で構成したものも多く見られる．しかし，一般

向け小型車においては，コストの問題から，エンジ

ン以外では，アルミニウム合金の利用はまだ少ない

のが実状である．大きなウェイトを占めるボディ部

品では，高張力鋼板を用いて板厚を薄くすることで

軽量化に対応しているが，プレス加工の成型性，溶

接性等がデリケートになり，製造現場での問題が生

じてきている． 

そこで本研究では，外装パネル部品において面積

の広い外板部にアルミニウム合金を，強度を要する

骨格部分には安価な鉄鋼材の複合構造を想定し，そ

の組み立てのために必要な，異種金属接合技術の研

究を行った．このことにより軽量化と低コスト化の

両立を目指した． 
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一般にアルミニウムと異金属との結合は，溶融接

合法によると脆い化合物層が界面に生成されてしま

い，十分な接合強度が得られないため，ボルト止め，

リベット止め，接着などの機械的接合方法が取られ

ている 1)2) ． 

一方，超音波接合法は，入熱が少なく物理的接合

が可能とされるため，アルミニウム合金と鉄鋼の重

ね合わせ接合への応用が紹介されている 3)．しかし

異種金属接合の場合，双方の硬さの差が大きいと接

合が困難とされる．本研究では鉄鋼材に高張力鋼を

想定しており硬さの差は非常に大きいため，最初，

柔らかい中間材を鉄鋼側に薄く肉盛りし，そこにア

ルミニウム合金薄板を重ねて，超音波接合する方法

を提案した 4)5)． 

さらにアルミニウム合金と高張力鋼の直接接合に

ついて，接合条件の検討を進めたところ，中間材を

用いなくても重ね合わせ接合が可能であることが確

認されたので，本報告では，これら接合体のせん断

引張り強度，および接合界面の物性についての調査

結果を述べる． 

 
 







金 A5052(H34)と鉄鋼材料 SPFC590 または SS400
の組み合わせで良好な継手が可能となった．せん断

引張り試験を行うと，アルミの母材内での延性破断

またはプラグ破断しアルミニウム合金母材強度以上

の接合強度が得られた．このことから当接合は構造

材への応用が可能であると考えられる．アルミニウ

ム合金 A6061(T6)については，本実験条件の範囲内
では，入熱による母材強度の低下により十分な接合

強度は得られなかった． 
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